
Ⅳ Ⅳ 環境活動の概要環境活動の概要

Ⅳ-１-１ 年度目標とその達成状況
　本学では、環境目標として中期目標と年度目標と定め、環境・施設マネジメント委員会にて、
PDCA アクションのうち、実績の振り返り ( アクション ) と次の目標設定 ( プラン ) を例年行っています。

（１）2024 年度目標と達成状況（マテリアルバランスに関するもの）
環境側面
（要因）

方針 No 
(*1) 環境影響項目 達成 /

未達成 KPI 2024 年度目標 2024 年度実績 報告書 
該当部分

I
N
P
U
T

エネルギー投入 7

電力消費量の削減

達成 エネルギー消費原単
位（注 1） 前年度比　－１％

－ 9.1％
R5：0.03652 [kL/m2]
R6：0.03318 [kL/m2](*2)

12
13

ガス使用量の削減
A 重油、ガソリン、
軽油使用量の削減

物質投入 7 用紙類の使用量削減 達成 用紙使用量
（重量）

用紙類（コピー用紙）の使
用量を抑制

－ 9.2%
R5：86.2 [t]　
R6：79.3 [t](*2)

15

水資源投入 7 水使用量の削減 達成 上水使用量 前年度比　－ 0.5％
－ 10.5%
R5：219,892 [ 立方 m]
R6：196,903 [ 立方 m](*2)

14

製品の購入 6、7 グリーン購入の促進 達成 特定調達品目の適合
品購入率 100% 100% 28

化学物質の使用 7 化学物質使用量
（取扱量）の抑制 達成  ー 化学物質使用量（取扱量）

の適正化
研究基盤統括センターにて
化学物質管理システム（CRIS）
を用いた数値管理を実施

16、29

O
U
T
P
U
T

二酸化炭素排出 7

電力消費量の削減

達成
単位床面積あたりの
二 酸 化 炭 素 排 出 量 

（注 2）
前年度比　－１％

－ 11.9％
R5：0.09590 [tCO2/m2]
R6：0.08444 [tCO2/m2](*2)

12
13

ガス使用量の削減
A 重油、ガソリン、軽油等使
用量の削減

廃棄物 6、7

一般廃棄物量（可燃ゴミ、不
燃ゴミ）の削減 達成

 ー リサイクル化の促進 ペットボトルキャップ 240kg（回
収時計量）をリサイクル

15
16
25産業廃棄物、特別管理産業

廃棄物量の削減 達成

感染性産業廃棄物量の減量
化 達成  ー 感染性産業廃棄物

（注 3）の適正処理

特別管理産業廃棄物として県に毎
年処理状況を報告（６月頃）。
なお 2024 年度廃棄量は 216.8[t]

（前年度比 -4.6%）(*2)
30

総排水量 7 総排水量の削減 未達成 総排水量 前年度比　－ 0.5％
+1.4%
R5：342,402 [ 立方 m]　
R6：347,029 [ 立方 m](*2)

14

（２）2024 年度目標と達成状況（その他）
環境側面（要因） 方針 No(*1) 環境影響項目 2024 年度目標 2024 年度実績 報告書 

該当部分

廃棄物管理 6、7 産業廃棄物、特別管
理産業廃棄物の管理 廃棄物の適正管理 法令に基づき、産業廃棄物マニフェストを受領し適正管理 15、16

化学物質管理 6、7 化学物質の安全・適
正管理 化学物質の安全管理 研究基盤センターにおいて、令和6年度化学物質講習会

を開催 16、29

環境教育・研究、
環境保全活動等

1、2
3、4

環境教育・研究等

①エコマインドを持った学生を育成するた
めのカリキュラム編成 総合環境学副専攻の必修科目「環境インターンシップ

Ⅰ」（総 57）と自由科目「環境インターンシップⅡ」（総
58）を開講

ー②沖縄の特性を活かした自然生態系保全、
環境技術及び教育・社会システムに関する
学術研究の促進

地域社会との連携 地域連携による環境理論・技術の応用及び
成果の公表

シェアサイクルを活用した新たな交通環境の創造による
行動変容 ー

環境保全 キャンパスの環境・緑地保全の促進 「琉球大学緑地管理計画」に基づき緑地保全を実施 37

環境マネジメント
システム 5、8

環境マネジメントシ
ステムの構築、運用、
維持

エコロジカル・キャンパスの PDCA サイ
クルの実施による継続的な改善 環境活動マニュアルに基づき実施 9

環境配慮の
キャンパスライフ 4

受動喫煙防止 大学敷地内での喫煙禁止 令和２年度４月より敷地内全面禁煙 32

キャンパス内美化 キャンパス内美化の実施	 令和 6 年度エコクリーンデーを実施 21、37

*1　　方針 No：各指標が「琉球大学環境方針」（p.2）において該当する項目を表す。
*2　　2025 年 1 ～ 3 月分における西普天間キャンパス分は含めず。
注１　「本学の事業活動に必要なエネルギー単位」という指標。使用した電力・燃料などから換算したエネルギー消費量を「事業者が決める任意の単位（本学では床面積）」で

除したもの。
注２　「本学の活動で発生した二酸化炭素の単位」という指標。使用した電力・燃料などを「事業活動に必要な形で利用するために発生した CO2」として換算したもの。
注３　医療関係機関等から生じ、人が感染するおそれのある病原体が含まれていたり付着している廃棄物等。
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環境側面 2024年度　環境活動の取組 報告書該当部分

エネルギー投入

・計画的な建物等改修工事実施及び省エネ効果の検証

12、13

・毎月の光熱水使用状況周知及び省エネへの励行
・エネルギー管理標準に基づく空調適温化の厳守（冷房28℃、暖房19℃）
・複合機、パソコン等の省電力設定及び待機消費電力停電対応
・常時稼働台数の抑制
・高効率空調機への更新及びフィルタ等の定期的な清掃
・エレベーター使用ルールの徹底（階段利用を2Up3Down）
・LED照明への更新
・夏季軽装執務の励行
・不必要な部屋の施錠及び使用機器の停止
・節電への呼びかけ

物質投入 ・ペーパーレス化(文書の電子化) 15・毎月の複写機用紙使用状況周知

水資源
・節水の励行

14・毎月の水使用量状況周知
・灌漑水、散水時の中水使用の励行

製品購入 ・グリーン購入の促進 28
化学物質 ・化学物質使用量（取扱量）の抑制 16、29

二酸化炭素排出
・再生可能エネルギーの利用促進

12、13・琉大祭におけるカーボン・オフセットの実施
・沖縄県CO2吸収量認証制度における認証

廃棄物

・エコロジカル・キャンパス学生委員会における回収活動
（リ・リパック、ペットボトルキャップ、コンタクトレンズの空ケース等）

15、21
30、31

・環境配慮製品の優先購入及び使用の励行
・建設系産業廃棄物の3R（リデュース・リユース・リサイクル）の推進
・毎月の塵芥状況周知
・再利用物品（資産リユース）周知
・分別用ゴミ箱設置と徹底
・廃棄物管理票（マニフェスト）の適正処理

環境配慮のキャンパスライフ

・千原キャンパスの主要箇所の花壇へ植栽実施

21、36

・キャンパス内の清掃活動の実施
・建物周辺の駐輪、駐車の適正指導
・5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活動の推進
・日常の清掃活動の指導徹底
・建物周辺の草刈り活動、花壇の美化活動

Ⅳ-１-２　環境活動の取組

(1) 中期目標 (2022 ～ 2027 年度 ) と達成状況 ( マテリアルバランスに関するもの )
環境側面（要因） 方針 No

(*1) 環境影響項目 KPI 2022-2027 目標 現時点の達成度

I
N
P
U
T

エネルギー投入 7
電力消費量の削減

エネルギー消費原単位（注 1）累計　－6％ 累計 －9.1％ガス使用量の削減
A 重油、ガソリン、軽油使用量の削減

物質投入 7 用紙類（コピー用紙）の使用量削減 用紙使用量（重量） 中長期期間の用紙類の使用量を抑制 累計 － 9.2％
水資源投入 7 水使用量の削減 上水使用量 累計　－3％ 累計 -10.5％
製品の購入 6、7 グリーン購入の促進 特定調達品目の適合品購入率 100% 100%

化学物質の使用 7 化学物質使用量（取扱量）の抑制 ー 化学物質使用量（取扱量）の適正化
研究基盤統括センター
にて化学物質管理シス
テ ム (CRIS) を 用 い た
数値管理を実施

O
U
T
P
U
T

二酸化炭素排出 7 二酸化炭素排出量の削減 単位床面積あたりの二酸化炭
素排出量（注 2） 累計　－6％ 累計 －11.9％

廃棄物 6、7
一般廃棄物量（可燃ゴミ、不燃ゴミ）の削減 ー リサイクル化の促進 リサイクル資源の収集

活動の継続産業廃棄物、特別管理産業廃棄物量の削減
感染性産業廃棄物量の減量化 ー 感染性産業廃棄物（注 3）の適正処理 適正処理を継続中

総排水量 7 総排水量の削減 累計 －3％ 累計 +1.4％

Ⅳ-1-3　第四期中期目標とその達成状況

(2) 中期目標 (2022 ～ 2027 年度 ) と達成状況 ( その他 )
環境側面（要因） 方針 No

(*1) 環境影響項目 中期目標

廃棄物管理 6、7 産業廃棄物、特別管理産業廃棄物の管理 廃棄物の適正管理
化学物質管理 6、7 化学物質の安全・適正管理 化学物質の安全管理

環境教育・研究、
環境保全活動等

1、2
3、4

環境教育・研究等
①エコマインドを持った学生を育成するためのカリキュラム編成
②沖縄の特性を活かした自然生態系保全、環境技術及び教育・社会システムに関する
学術研究の促進

地域社会との連携 地域連携による環境理論・技術の応用及び成果の公表
環境保全 キャンパスの環境・緑地保全の促進

環境マネジメントシステム 5、8 環境マネジメントシステムの構築、運用、維持 エコロジカル・キャンパスの PDCA サイクルの実施による継続的な改善

環境配慮のキャンパスライフ 4 受動喫煙防止 大学敷地内での喫煙禁止
キャンパス内美化 キャンパス内美化の実施

*1　　方針 No：各指標が「琉球大学環境方針」（p.2）において該当する項目を表す。	
注 1　「本学の事業活動に必要なエネルギー単位」という指標。使用した電力・燃料などから換算したエネルギー消費量を「事業者が決める任意の単位（本学では床面積）」で

除したもの。
注 2　「本学の活動で発生した二酸化炭素の単位」という指標。使用した電力・燃料などを「事業活動に必要な形で利用するために発生した CO2」として換算したもの。
注 3　医療関係機関等から生じ、人が感染するおそれのある病原体が含まれていたり付着している廃棄物等。
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Ⅳ-2-1　琉球大学エコロジカル・キャンパス学生委員会について
　学内で「エコキャン」の名前で親しまれている琉球大学エコロジカル・キャ
ンパス学生委員会は、2012 年 12 月に発足した団体であり、環境教育を主軸
として身近な環境問題や SDGs に対する意識を高め、具体的な行動に移すこ
とを目標に活動しています。また、学生個人が自身の得意分野を見つけ、興
味関心を持ち、成長につながる場にもなっています。

　現在、私たちは 25 名 (2025 年 7 月現在 ) で活動しています。所属メンバー
は理学部、国際地域創造学部、人文社会学部、工学部、医学部、農学部、教
育学部と多岐にわたる学部から集まり、1 年次から 4 年次までの幅広い学年
で構成されています。この多種多様な所属メンバーそれぞれの視点や行動力、
個性を活かして、エコキャンでは学部・学科の垣根を越えた交流の中で議論
を重ね、アイデアを生み出すことができています。また、実践に至るまでにたくさんの意見を交わすことで、より
良い結果に繋げていくこともできます。さらに近年では他団体のビーチクリーンやゴミ拾い活動等にも参加してお
り、自治体や他大学との連携活動も積極的に行っています。今後もこの多様性を活かして、学内外を問わず環境活
動の普及に務めていきます。

（１）活動理念 
●学内外の環境に配慮した取り組みを知り環境問題を多角的に理解することで、学生が独自の発想で自律

して行動できるようになる。 
●身近な環境への取り組みを知り環境問題の重要性を認識することで、地球環境を利用する当事者、また

学生という立場から枠にとらわれない考えを実現していく。

（２）活動目標  
●リ・リパックなど学内での取り組みを啓発し、環境保全に対する意識を高める。
●クリーン活動などの企画を考案する中で目的（目標）の達成に必要な計画性や実行力を身につける。
●積極的に情報を共有し、綿密な計画を立てて実行する能力を身につける。
●楽しむことを意識してメンバーと協力し合いながら目標を達成する
●学内外の清掃活動などを通じて、情報や理論だけでは得られない実践的な知識やスキルを身につけ、学

びの深化を図る。

共同代表
：山口雄飛 ( 工学部工学科機械工学コース 3 年次 )
：具志堅徹弥 ( 国際地域創造学部国際地域創造学科経営プログラム 3 年次 )

インスタグラム X( 旧 twitter)
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Ⅳ-2-2　学生委員会2024年度の主な活動

普段どういった活動しているの？

クリーン活動
　エコキャンでは、前期・後期を通じてクリーン活動班を編成し、キャンパス内を清掃する「キャンパスクリー
ン活動」や海岸の清掃を行う「ビーチクリーン活動」などを行いました。この活動は、千原キャンパス内に
おける景観の維持や、身近な環境問題に興味・関心を抱くきっかけの場を提供することを目的としています。
　2024 年度は、指導教員である大島順子准教授が担当する講義「環境インターンシップⅠ」の受講生と共
同でキャンパスクリーン活動を行いました。また、中城村の吉の浦公園ビーチや津覇海岸で、ビーチクリー
ン活動を 2 回実施しました。ビーチクリーン活動では、海岸で見つかるガラス片であるシーグラスを採取し
て、キーホルダーやアクセサリーといった小物を作成すアップサイクルにも取り組みました。
　これらの活動を通して運営を行う学生からは、「企画の運営を通じて身近な環境問題を発見し、解決する
ためにすべきことを客観的な視点で把握することができた」などの声をいただきました。また、参加者から
も、「学内でこのような環境活動をしていることを知って興味を持ち、実際に活動に参加したことで、普段
気にかけなかった環境問題に興味を持つよう
になった」といった感想が寄せられました。
　これらの活動は、エコキャンメンバーや学
生にとって、ゴミ問題について考えることの
重要性への理解を深める有益な機会となりま
した。

リ・リパック回収＆ペットボトルキャップ回収 & コンタクトレンズの空ケース回収
　エコキャンでは月 1 回程度のペースで、リ・リパックやペットボトルキャップの回収を行っています。リ・
リパックとは琉球大学の生協で販売されている弁当箱のことで、リサイクルすると購入者に 10 円分のポイ
ントが還元される仕組みです。
　エコキャンはこのリ・リパックの仕組みを活用しようと、2018 年度からリ・リパック回収ボックスを各
学部や生協食堂に設置し、購入者によって寄付されたリ・リパックを回収しています。この回収によって還
元されるポイントを寄付して有効活用しています。エコキャンでは、回収によって得られたポイントを、沖
縄県の僻地医療支援に携わる「特定非営利活動法人メッシュサポート」様に寄付させていただいております。
　また、回収したペットボトルキャップは「有限会社沖縄クリーン工業」様で再生素材としてバイクの部品、
さくらクレパス、うちわなどに再利用されています。
　さらに、2024 年度から「アイシティ eco プロジェクト」と呼ばれる、コンタクトレンズの空ケースの
回収も行っています。アイシティ eco プロジェクトは、使い捨てコンタクトレンズの空ケースを回収・リ

サイクルする取り組みであり、
CO₂ 排出の削減や資源の有効活
用を目指すプロジェクトです。 
プロジェクト開始にあたり、中
央食堂・北食堂・医学部がじゅ
まる会館の 3 か所に回収ボック
スを設置しました。

清掃活動の様子吉の浦公園ビーチでの集合写真

設置した
回収ボックス

メッシュサポート様への
寄付金贈呈

リ・リパック回収と
仕分けの様子
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•	第18回環境マネジメント全国学生大会＠公立鳥取環境大学
日程：2024年7月6日(土)・7日(日)　参加者：2名（対面）

　環境マネジメント全国学生大会は、環境活動に取り組む全国の大学生が集まり、活動報
告や意見交換を行う大会です。大学間の交流を通じて SDGs 達成に向けた活動を促進し、
新たな活動の可能性を創造することを目的に、2007 年から毎年開催されています。
　今大会では、他大学による SDGs 推進事例や、環境負荷低減に向けた多様な取り組みに
ついて学習することができました。カーボンオフセットの仕組みや、日常生活の中での省
エネ行動など、小さな工夫が温室効果ガスの削減に貢献することの重要性を、改めて認識
することができました。なお、2025 年度に開催される第 19 回大会は、エコキャンが主
催となり、琉球大学での開催が決定しました。

キャンパスエコツアー
　キャンパスエコツアーは、エコキャンの学生が琉球大学内のエコな施設を参加者へ説明・紹介し、大学の
環境活動への関心を持ってもらうことを目的とした取り組みです。このエコツアーでは、普段なかなか訪れ
ることのない施設を見学し、何気なく利用している施設がどのように環境へ配慮しているのかを紹介してい
ます。
　参加者からは「普段気にしていなかった施設と環境の関わりを知ることができて面白かった」や、「自分
の知らないところで環境に配慮した施設が稼働しているのを見ることができて興味深かった」といった感想
が寄せられました。
　近年、環境問題への関心が高まる中で、琉球大学がどのように環境への配慮を行っているかを知ってもら
うことにより、琉球大学の魅力を実感してもらう良い機会となったと考えます。

活動紹介の様子大会参加者との集合写真

他にはどんな活動をしたの？

•	新入生オリエンテーションにてエコキャンメンバー募集のチラシ配布
4 月

•	エコキャンの活動周知のため、琉球大学【公式】ラジオ「琉大やいび～ん！」に出演
•	『琉球大学環境報告書 2024』表紙制作

5 月

•	キャンパスクリーン活動の実施
•	アイシティ eco プロジェクト開始

6 月

7 月

p.26 に第 19 回大会の
様子を掲載しています！
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•	JICA国際フェスティバルへの出展＠JICA沖縄 
日程：2024年11月24日(日)　参加者：学生4名

　このフェスティバルは、沖縄県内の団体や JICA 沖縄が主催し、県民に国際協力・交流
や SDGs への取組みを紹介することを目的としています。エコキャンでは、ブースに訪れ
た 162 名の方々に活動紹介を行い、写真や説明資料、環境報告書などを展示しました。
　今後は、展示内容の工夫やブースの魅せ方、来場者への声かけのタイミングなどを見直し、
より多くの人に関心を持ってもらえるような工夫が必要であると感じました。

エコキャン出展ブースイベント会場入口

•	琉大祭の準備：班ごとの打ち合わせや展示物の作成
8 月

11 月

•	琉大祭へ参加
日程：2024年9月21日（土）・22日(日)

〈出店内容〉
①シーグラスを用いた写真立ての作成体験や、シーグラスをアップサイクルした製品
　( キーホルダー・イヤリング・ピアス ) の販売などを行いました。
②エコキャンの活動について知ってもらうためのコーヒーショップを運営しました。

•	HESDフォーラム＠千葉商科大学
日程：2024年9月23日(月)　参加者：学生4名　教員：1名(対面)

　本会では、高等教育における環境教育について、大学機関の研究者と環境活動を行う学
生間でお互いの活動・フォーラム研究内容の紹介や、ESD・SDGs の観点からそれらにつ
いて分析した結果や今後の課題などについて発表し、意見交換が行われました。
　他大学との意見交換の場では、沖縄とは全く異なる環境で行われている活動について、
互いに興味や関心を持ちながら意見を交わすことができ、非常に有益な機会となりました。
また、これまであまり関わることのなかった商業系の持続可能性についても知見を深める
ことができ、自分たちの活動を見つめ直す良いきっかけとなりました。

9 月

シーグラスで作成したイヤリング写真立ての作成体験の様子
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•	イオン琉球チアーズクラブへのキャンパスエコツアーの実施
12 月

図書館プロブナード

•	 2 回目のビーチクリーン活動の実施＠中城村・吉の浦公園ビーチ
1 月

•	エコプロ 2024 への出展 @ 東京ビッグサイト
日程：2024年12月4日(水)～6日(金)　参加者：学生6名　教員：1名

　エコプロは、環境に配慮した製品・サービスを紹介する国内最大級の展示会であり、
393 もの企業、NGO/NPO、公的機関・教育機関等が出展しました。
　今回のエコプロでは、エコキャンの活動紹介に加え、「沖縄の海は本当にきれいなのか？」
という懐疑的な視点をもとに、海に関する展示を行いました。展示では、私たちエコキャ
ンがビーチクリーン活動で実際に拾ったゴミを紹介しました。また、来場者の方々にはク
イズに参加していただき、その内容や私たちの説明を通じて、海の豊かさを守るために自
分たちができることや、日常で心がけるべきことについて考えてもらう参加型企画を実施
しました。

来場者に対して説明を行うエコキャンメンバーエコプロに参加したエコキャンメンバー
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•	キャンパスエコツアー
　2 月 12 日（水）に、「観光地における環境教育」の授業履修者を対象としたキャンパス
エコツアーを実施しました。今年度は、参加者により伝わりやすい内容となるよう、ツアー
中に使用するスライド資料をすべて刷新し、視覚的にも理解しやすい構成を意識して作成
しました。ツアーでは、図書館屋上のソーラーパネルや千原池の水の再利用など、学内で
実施されている環境配慮の取り組みを紹介しながら、環境問題について参加者とともに考
える機会を提供しました。
　参加者からは「スライドが見やすくて印象に残った」「学内の取り組みを具体的に知るこ
とが出来た」といった声が寄せられ、今回のツアーの改善が参加者の理解や意識の向上に
貢献したと考えています。今後も伝え方の工夫を重ね、学内外への発信を継続していきます。

2 月

•	リ・リパック回収に伴うデポジット金の 57,000 円を特定非営利活動法人メッシュ・サ
ポート様に寄付いたしました。

•	 2024 年度に回収したペットボトルキャップ 240.0kg（換算個数：103,200 個）を沖
縄クリーン工業様へ寄贈

3 月

4 月

千原池の水の再利用について説明 図書館屋上ソーラーパネルの説明

•	アイシティ eco プロジェクト：コンタクトレンズの空ケースを 3,990 個回収
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Ⅳ-2-3 「第19回環境マネジメント全国学生大会」を開催しました
私たち、琉球大学エコロジカル・キャンパス学生委員会が主催した「第 19 回環境マネジメント全国学生大会」
について報告します！

2025 年 6 月 28 日 ( 土 ) 〜
29 日 ( 日 ) にかけて、琉球大学
にて「第 19 回環境マネジメン
ト全国学生大会」を開催しまし
た。本大会は、全国の大学生が
環境活動の実践を共有し、意見
交換を通じて相互に学び合う場
です。活動の幅を広げ、新たな
取り組みのヒントを得ることを
目的としています。

今年度は全国から 10 団体、
延べ 116 名が参加し、「#35 から紐解く環境×経済」をテーマに多様な視
点から対話を深めました。

1 日目は基調講演、各団体の活動発表、グループディスカッション、キャ
ンパスエコツアーを、2 日目は吉の浦公園ビーチにてビーチクリーンを実
施たしました。基調講演には、風化したサンゴを使用して焙煎したコーヒー
やハイビスカスティーを提供し、売り上げの 3.5％をベビーサンゴの移植活
動に使用しているユニークなビジネスモデルで注目されている「ソーエイ
ドー 35 コーヒー」様をお招きし、サンゴ白化に対する企業の取り組みの紹
介や、CSV 経営や環境と経済の両立をどう実現していくかについての貴重
なお話が聞けました。

各団体の活動発表では、それぞれの地
域課題に応じた活動を報告し、多岐にわたるテーマが展開され、活発に質疑応答を行
いました。「他大学の工夫や取り組みを自分たちの活動にも応用したい」「視野が広がっ
た」といった声が多く寄せられました。

グループディスカッションでは「環境と経済を両立するために新しい活動としてで
きそうなこと」を挙げてもらい、グループ内で 1 つに案を絞って実際にどのように実
現できるかを考え、全体発表を行ってもらいました。学生ならではの視点で率直な意
見が飛び交い交流や学びのきっかけになりました。

今回の大会は、私たち琉球大学エコロジカル・キャンパス学生委員会が初めて主催・
運営を務め、企画立案から広報、各団体様との連絡、当日の運営までを一手に担いま
した。2024 年 12 月から準備期間は約半年に及び、各団体様とのやりとりや基調講

演者との調整、会場の確保、プログラム内容の決定など多くの工程を同時に進める必要がありました。
最も苦労したのは、大会のテーマ決定です。環境と経済という軸は早期に決まっていたものの、それをどのような言

葉で表現するか悩み時間を要しました。テーマ決定の遅れは、全体のスケジュールが後ろ倒しになる要因となりました。
一方で、何より嬉しかったのは、大会終了後に参加者の皆さんから「楽しかった」「参加してよかった」と言っていた

だけたことです。他団体の活動や価値観に刺激
を受けた、自分の団体でもやってみたいと思え
るアイデアを得られたという感想を聞き、この
大会が次の一歩に繋がる場になったと実感しま
した。

　今回の経験を通して、課題を一つひとつ乗
り越える力や、多様な立場の人と協働する力が
身につきました。参加者の皆さん、支えてくだ
さった関係者の皆さまに心より感謝申し上げま
す。これからも、持続可能な社会の実現に向け
て、学生の立場から行動し続けていきます。

各団体の活動発表

基調講演のあとに

ビーチをきれいに！

みんなで会場設営

ビーチクリーンお疲れ様でした
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